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日 曜 日 曜 日 曜

1 月 MCA無線通信訓練 1 水 1 土

2 火 2 木 2 日

3 水 3 金 3 月 MCA無線通信訓練

4 木 4 土 4 火

5 金 5 日 5 水

6 土 6 月 6 木 コープみらい総代会

7 日 7 火
MCA無線通信訓練/消団連第１
回代表監事会

7 金
県庁生協総代会/ちば住宅
コープ総代会

8 月 8 水 8 土

9 火 9 木 サポちば理事会 9 日 サポちば通常総会

10 水 10 金 10 月

11 木 11 土 11 火 パルシステム千葉総代会

12 金 12 日 12 水

13 土 13 月
「子どもたちに平和な未来を
2024」第４回実行委員会

13 木

14 日 14 火 14 金

15 月 食・消費者委員会 15 水 15 土

16 火 16 木 16 日

17 水 17 金 17 月 なのはな総代会

18 木 18 土 18 火 生活クラブ総代会

19 金 19 日 19 水

20 土 20 月 女性交流会第１回実行委員会 20 木 第75回通常総会

21 日 21 火 千葉商大生協総代会 21 金

22 月 22 水
千葉大生協総代会/東邦大消費
生協総代会/地域・まちづくり
委員会

22 土
千葉県学校生協総代会/
高齢協総代会

23 火 役員推薦委員会 23 木
第７回理事会/第１回地域生協
部会

23 日

24 水 24 金 24 月

25 木 第３回監事会 25 土 25 火

26 金 26 日 26 水

27 土 27 月 27 木

28 日 28 火 28 金

29 月 29 水 29 土

30 火 30 木 30 日

31 金

4月

千葉県生協連の主な活動予定
2024.4～2024.6

5月 6月
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千葉県生活協同組合連合会 2023 年度 第 6 回理事会議事録 

                                       

【開催日時】 2024 年 3 月 26 日（火） 14:00～15:30               

【開催場所】 千葉県生協連会議室およびウェブ会議システムを使用 

【出 席 者】  理事 12 名中 8名出席 監事総数 3名中 2名出席 

 
  定刻になり、渡邊会長理事より、小林製薬製造の紅麹菌による生協商品への影

響について、各企業での賃上げ状況や人材難への見通し、また時間の経過による

能登半島地震支援の変化等について話がありました。続いて本日の出欠状況につ

いて報告がされ、本理事会の定数を満たし成立していることを確認し、理事会規

則第７条により会長理事を議長とすることを確認した上で議事に入りました。 
 
＜議決事項＞ 

 第 1 号議案 千葉県生協連第 75 回通常総会での役員選任における選任区分お 

よび定数の件 

  定款第 19 条役員の選任および役員選任規約に基づき、第 75 回通常総会での役

員選任における選任区分と定数を提案し、第 1 号議案として議場に諮ったとこ

ろ、全員異議無く可決・承認されました。 

 

第 2 号議案 千葉県生協連第 75 回通常総会公告の件 

千葉県生協連第 75 回通常総会公告について、定款第 46 条総会の招集手続に基

づき提案し、第 2号議案として議場に諮ったところ全員異議なく可決・承認され

ました。 

 

第 3 号議案 千葉県生協連第 75 回通常総会代議員数の件 

総会代議員選出規約に基づき、第 75 回通常総会代議員数を提案し、第 3 号議

案として議場に諮ったところ全員異議なく可決・承認されました。 

 

 第 4号議案 千葉県生協連第 75 回通常総会における役員補充選任に関する公 

告の件 

  千葉県生協連第 75 回通常総会第 3 号議案において、役員補充選任に関する議

案を議決することから役員選任規約実施細則第 3条に基づき、公告を提案し、第

4 号議案として議場に諮ったところ全員異議なく可決・承認されました。 
 

第 5号議案 千葉県生協連理事会規則一部改定の件 

理事会規則第 9 条『理事会の決議を経なければならない事項（8）』について、

金額を『10 万円以上』から『20 万円以上』に改定することを提案し、第 5 号議
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案として議場に諮ったところ全員異議なく可決・承認されました。 

 

＜協議事項＞ 

１．千葉県生協連第 75 回通常総会議案書（案）について 

第 75 回通常総会議案書について、前回理事会以降からの加筆修正箇所を含め、

提案があり、協議をおこないました。意見等があれば４月 19 日までに連絡をいた

だき、次回第 7回理事会（５月 23 日開催）で最終決定版として提案することを確

認されました。 

 

2.2023 年度決算見通し及び 2024 年度予算(案)について           

2023 年度決算見通し及び 2024 年度予算(案)について提案がありました。教育

文化費について質問があり、尼崎専務理事が応答しました。提案の内容について

全員異議なく確認されました。 

 

3.中央地連・各委員会委員の推薦について 

日本生活協同組合連合会中央地連からの組合員活動委員会の委員推薦につい

て提案し、協議をおこないました。提案の内容について全員異議無く確認されま

した。 

 

4．2024 年度上期取り組み課題について（案） 

2024 年度上期の主な取り組み課題について提案があり、協議を行いました。 

提案の内容について全員異議無く確認されました。 

 

 5.令和 6年度消費生活協同組合役員研修会の開催について 

千葉県くらし安全推進課との共催による役員研修会の企画内容について提案

があり協議をおこない、提案の内容について全員異議無く確認されました。 

 

6.学習会「これからの協同組合～協同組合のアイデンティティを学ぶ」（案）開

催について 

学習会「これからの協同組合～協同組合のアイデンティティを学ぶ」（案）開

催について提案があり、協議をおこないました。提案の内容について全員異議無

く確認されました。 

 

7.2024 年度千葉県生協連の運営組織について 

2024 年度の運営組織（委員会・部会・実行委員会）について、提案があり協議

をおこないました。「大学生協と地域生協の交流会」に代わる企画について質問

があり、尼崎専務が応答しました。協議の結果、提案の内容について全員異議な

く確認されました。 
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＜報告事項＞  

１．個別報告 

尼崎専務理事より、以下の（１）～（４）に関する報告があり、確認されま

した。 
（１） 千葉県生協連第 75 回通常総会における役員補充選任の進め方について 

（２） 「食でつながるフェスタ in ちば」の後援について 

 

（３） 適格消費者団体 特定非営利活動法人消費者市民サポートちばの活動 

   状況について（2024 年２月度時点） 

（４） 第 70 回関東地区高等学校 PTA 連合会大会千葉大会の広告掲載について 

      

２．活動報告                   

前回理事会以降から第 6回理事会までの活動と課題の進捗状況について報

告がありました。 

 

３．日本生協連関係報告          

   特にありませんでした。 

 

４．会員生協関係報告 

   特にありませんでした。 
 

＜文書報告＞ 

１.2024 年度会員生協総代会日程表 

２.令和 6年度千葉県食品衛生監視指導計画（案）に対する意見 

３.令和 6年度千葉市食品衛生監視指導計画（案）に対する意見 

４.2024 年度千葉県生協連活動ロードマップ 

５.男女共同参画のススメ 

 

以上 
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2023年度第 2回職域生協部会報告      

日  時  2024年 3月 8日（水） 10：00 ～ 12：45 
開催場所  千葉商科大学キャンバス内会議室 
出 席 者  鶴岡（千葉県庁生協）、筒井（千葉県学校生協）、石原（千葉大学生協） 
      有吉（東邦大学消費生協）、青木（千葉商科大生協））、風間（日本生協連 

職域生協事務局））、尼崎・竹内（千葉県連）       敬称略 
 

内 容   

11.. 開会あいさつ 

    鶴岡部会長より、2023年度の職域生協部会では初めて

対面での開催となることと、本日の目的と流れについて

説明がありました。 

22.. 千葉商科大、千葉商科医大生協の紹介 千葉商科大青木専務理事 

 千葉商科大学は、経営者を育てる大学として「実学」重視のカリキュラムを提供。

また日本初の自然エネルギー100％大学や全国で 4 番目のフェアトレード大学に認

定されるなどの特色があります。「実学」を学ぶプロジェクトとして学部の枠を超え

て学生が集うプロジェクトの紹介や、本日の視察先の 3 つの学生食堂の特色などに

ついて説明がありました。千葉商大生協について、設立から現在までの遠隔につい

て説明がありました。 

33.. 2023年度下半期事業状況、今年度の振り返りと次年度に向けた取り組みについて 

出席した各生協より、1月までの事業状況、今年度について、次年度に向けた 

取り組み、課題共有したいことや紹介した情報などについて報告がありました。 

各生協が抱える課題などについて、積極的に意見交換をしました。 

44.. 日生協からの報告 

   職域生協事務局の活動報告や今後の全国職域生協協議会などの予定についてほか 

の説明および報告がありました。 

55.. 2024年度について 

〇開催について   

方法：対面での開催を基本とする。 

内容：意見交換、情報共有 

   その他学習会、視察先なども検討。 

〇第 1回職域生協部会開催日  

10月中に開催。日程には調整後に連絡。 
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66.. 千葉商科大学視察 

■生協 3号館 1階に店舗と事務所があります。    

                                     

 

 

 

 

■学生食堂 千葉商大の学生食堂は、3か所。 

・・学生ベンチャー食堂  

 

 

・・体育館食堂リコルド  

  

・・The University DINING  

  

  

  

  

  

  

  

学生自らが経営を担う食堂。出店を希望する
学生は、事業計画書を提出し、選考に臨む。
選考をパスした学生は、保健所へ申請、従業
員の確保等すべて自らおこない、開業。大学
はテナント料、光熱費のみ補助。現在 2店舗
が営業中。1店舗は経営者が卒業のため次年
度より新店舗が開業し 3店舗営業となる。 
 

体育館内にある丼物専門店。リニューアルの際
は、学生からの意見を反映し、一人でも気にせ
ず食事ができるように座席の配置を工夫。定番
は唐揚げ丼。席はカラフルな 
色使いで居心地がよさそうです。 

2015 年 5 月にオープンした大学直営の学生
食堂。日々の大半をキャンパス内で過ごす学
生の生活空間をより一層充実したものとす
るため、食事はもちろん授業の空き時間や放
課後も、学生が居心地の良い空間で仲間たち
と新しい発想ができるような環境を実現し
ています（HPより）。一般も利用可能 
。 

大学正門脇の看板  
学内の様々な場所に 
掲示されていました。 

生協売店 
入口 

書籍 
売り場 

生協で取り扱っているフェアトレー
ド商品のコーナー。定番のチョコレ
ートのほか手芸品などもあります。 

売店 

店舗を経営する学生オーナーは、 
「起業するまでの実務のノウハ
ウが得られる。学生なので失敗
を恐れずチャレンジができること
が社会の出たときに役立つ。」 

 

大学内から出た紙類で 
再生されたトイレットペーパー。 
包装紙もたたんである！ 

■大学のとりくみ 

大学内で栽培したブドウで造
られたワイン。 
このほかはちみつもありました。 
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 2023 年度 第４回大規模災害対策協議会報告   

 

日 時  2024 年 3 月 7 日（木曜日） 10:30～12:30 

場 所  旭市防災資料館 

出 席  辻岡（パルシステム千葉）、河田・梅田(コープみらい)、地引（生活クラブ）、

藤本（学校生協）、篠﨑(こくみん共済 coop)、西村

（コープデリ連合会）、水島（県連災害対策アドバ

イザー）、尼崎・佐久間（県連事務局） 

オブザーバー 柳下(日本生協連 中央地連) 

内 容 

（１）開会およびあいさつ 

はじめに、千葉県生協連尼崎専務より、近年、能登半

島地震や大規模災害が頻発し甚大な被害をもたらしてい

ます。本日の協議会では災害対策の強化に向けた課題な

ど議論を深めてまいりたいとあいさつがありました。 
（２）旭市防災資料館の見学 

旭市防災資料館は旭市に甚大な被害をもたらした東日

本大震災の記憶を後世へ伝え、悲劇を繰り返さぬよう、

2014 年 7 月 19 日に開館しました。今回は防災資料館の

宮本様より東日本大震災における旭市の被害について説

明を受けました。 

① 初めに津波避難施設となっている防災資料館の屋上

に上り、当時の町の様子や津波がどこまで押し寄せたのか、実際に建物を見なが

ら説明がありました。 

② 旭市では震度 5 強の地震を観測し、その後の大津波などにより、16 人もの死者及

び行方不明者がありました。多くの命を奪ったのは地震発生から 3 時間後、3 度

目に押し寄せた大津波で、その高さは最大 7.6ｍにも達しました。被害にあった

大部分の人は 1 度目の津波で避難所に避難したが、津波が収まったので、次は来

ないという思いから家に帰って片付けをしていた時に津波に襲われました。2 度

と被害者を出さないために大津波警報が出た時は速やかに避難をすること、津波

は繰り返しやってくるので油断しないことが大切だと教えていただきました。 

（３）能登半島地震における減災塾の活動 

水島災害対策アドバイザーから能登半島地震における減災塾の活動について報告を

いただきました。1 月 3 日から現地に赴き活動をおこない、これからの防災は高齢者

の対応が重要であることが報告されました。 

（４）各生協・関係団体からの報告 

パルシステム千葉の辻岡さん、日本生協連中央地連の柳下さんより能登半島地震へ

の対応状況について報告がありました。また各生協からもこの間の取り組みについて

報告がありました。 

（５）次回：2024 年 5 月 31 日（金）                     以上 

全体の様子 

 
説明を受けている様子 
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2023 年度ＣＯ・ＯＰ火災共済等に関する研修交流会報告 

 

日 時  2024 年 3 月 8 日（金）午後 3 時から午後 5 時 

会 場  こくみん共済 coop 千葉推進本部 6 階会議室  
出 席   こくみん共済 coop 関東統括本部協働事業部：伊藤課長、三上担当・後藤担

当こくみん共済 coop 千葉推進本部：杉浦事務局長、秋山部長、篠﨑次長 

     山中担当（コープ共済連）、伊藤担当（コープデリ連合会）、岩野課長（生活

クラブ生協）、河内課長(なのはな生協)、 黒崎課長・川上担当（パルシステ

ム千葉）、尼﨑・佐久間（千葉県生協連） 

内 容  
（１）開会あいさつ 

こくみん共済 coop 千葉推進本部杉浦事務局長より、こくみ

ん共済 coop の活動に対し理解と協力をいただいていることへ

のお礼と本日の研修会が有意義な場となり、協働・協力関係を

継続していきたいという旨の挨拶がありました。 

（２）日本コープ共済連中央地区推進部からの報告            

コープ共済連の山中担当より、令和 6 年能登半島地震の対応および 2024 年 2 月の

共済推進状況について報告がありました。 

（３）CO・OP 火災・自然災害共済 制度改定について 

こくみん共済 coop 関東統括本部の後藤担当より、CO・OP 火災共済・自然災害共済

の 2024 年 4 月制度改定のポイントについて報告がありました。新規契約は 2024 年 4

月 1 日から始まる契約より、継続契約は 2024 年 4 月更新契約より新制度に移行する

ことが報告されました。 

（４）2023 年度取り組み状況と 2024 年度推進計画について 

こくみん共済 coop 関東統括本部の三上担当より、

千葉県内生協における CO・OP 火災・自然災害共済、

マイカー共済について 2023 年度の取り組み状況と

2024 年度の推進計画について報告がありました。ま

た、2024 年度の推進活動に向けて「VR を活用した災

害体験」等のツールが紹介されました。 

（５）会員生協報告、情報・意見交換 

・なのはな生協の河内課長より、パルシステム千葉の川上担当より、生活クラブ生

協の岩野課長より、コープデリ連合会の伊藤担当より 2023 年度の推進活動報告

がありました。報告後、質問や意見交換をおこないました。 

・コープデリ連合会の「もしものときに無保障となる組合員が発生しない取り組み

について事例報告がありました。 

（６）閉会あいさつ 

千葉県生協連尼崎専務理事より、もしもの時に無保障となる組合員が発生しない

よう取り組みたいと閉会の挨拶があり、終了しました。 
以上 

全体の様子 

全体の様子 
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第 5 回地域・まちづくり委員会報告     

 

日 時：2024 年 3 月 22 日（金）13：30 ～15：00 

開催方法：Zoom を活用したハイブリッド開催 

出 席：会場参加 宮本・丸岡（パルシステム千葉）、佐々木・篠原（コープ 

みらい）、藤原・柴山（生活クラブ）、大見（ちば住宅コー 

プ）尼崎・竹内（生協連）  

Web 参加 藤原（生活クラブ）             敬称略         

内 容        

１.今年度の振り返りと次年度に向けて 

（1）今年度の開催内容を確認し、感想、意見を出

し合いました。（以下意見の一部） 

  ・各生協助成金の取り組みについて運営側の意見 

を聞くことがなかったので参考になった。 

  ・防災とジェンダーの学習会は生協内での参加者 

からの評判が大変良かった。 

  ・各生協の地域貢献活動を知り、話ができたことがよかった。    

（2）次年度の活動について 

千葉市社協の活動を学びながら「居場所づくり」を年間のテーマすること

について意見をいただきました。 

・「弱者にとっての居場所」は社会にとっても必要。ハード面への支援はでき

そうだが実際はなかなか進めることができない。 

・参加者を集めることが難しくなったり、固定化されていたりと課題がみえて

きている。災害時には地域での顔の見える関係が大切になるので「居場所」

は再度考えていきたいテーマ。  

・「居場所」を地域に作るための先駆的な事例や、識者の話などを聞きたい。 

・「居場所づくり」が重要ということは組織の中でも共有されている。他生協

の活動を実際にみてみたい。 

・ハードのない居場所などの可能性なども探ってみたい。 

・社協の「居場所づくり」の立ち上げから現在までの様子を聞いてみたい。 

２.千葉市社協の取り組みについて 

 「社協の活動について」講師：千葉市社会福祉協議会 鈴木主査 

社協の活動全般について、説明をしていただきました。委員からは

「貸付け需要の多いものは？」「コロナ後の緊急小口資金のニーズ

は？」「サロンなどの参加のよびかけ方法は？」「サロン等の活動助成

について」「ボランティア依頼件数」「社協から生協へ期待すること

は？」「社協の利用者で若い人や働いている人などはいますか？」な

参加者のみなさん  

鈴⽊主査 
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ど、質問がありました。  

３．生協からの活動報告 

〇パルシステム千葉 2 月 1 日に、NPO 法人ﾒﾘﾘﾙ主催で地域の大学生講師による

「楽しく学ぼうシニア・スマホカフェ」をパルひろば☆おおたかの森で開催。ス

マホの使い方やお困りごとを楽しく学びました。3月 2日に「第 4回わくわく体

験まちづくり in ちば」を開催。地域の企業や最寄り駅の職員さんなど多くの方

と繋がりました。 

〇コープみらい 総代を対象に「コープデリエコセンター」で、宅配や店舗で回

収された様々な物がリサイクルされていく様子の見学をおこないました。２月

18 日に「コープみらいフェスタきやっせ物産展」を開催し、多くの来場者が生

産者や関係団体との交流を楽しみました。１月 17 日に神谷千葉市長と「ティ―

ミーティング」をおこない意見交流をおこないました。 

〇生活クラブ エッコロ福祉助成10団体が決まり、３/６に贈呈式をおこない、

助成団体との交流をおこないました。エッコロ制度を改定し、地域の人同士が繋

がるための支援の仕組み「ほっとカフェ」を７月からスタートする予定です。

2024 年度の子ども食堂基金の募集が開始となりました。応募団体の増加に伴い、

助成金額の上限を下げることとなりました。 

〇ちば住宅コープ 県連開催の役員懇談会時に千葉県へリフォーム詐欺の相談

が多いので会員に注意喚起をおこなっている旨を伝えたところ、県と連携した

一般消費者への注意喚起の要請を受けましたので会報誌に掲載しています。 

震災の備えとして耐震診断や危険度判断のための資格取得をおこなっています。 

〇なのはな生協（書面）子ども食堂からべえを月２回開催しています。１回あた

りの参加人数は 80 名を超え、そのうち子どもは６割を占めています。１月 20 日

には臨時で協力団体と一緒に餅つき大会を開催し、120 名の参加者がありました。

〇その他 １月 27 日に「こども食堂からべえ」を視察に行き、参加した宮本理

事より感想を話してもらいました。 

４．2024 年度の開催スケジュールについて （2024.4～2025.3） 

第１回 5 月（未定） 第 2回 7 月 18 日（木） 

第 3回 9 月 27 日（金） 第 4回 11 月 13 日（水） 

第 5回 1 月 16 日(火) 第 6 回 3 月 28 日（金） 

     第 1 回の日程については調整し、後日お知らせいたします。 

以上 
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